
報道発表（お知らせ）

「ユビキタスITS」公開実証実験の開催について 

平成20年2月18日 

総務省施策「ユビキタスITS」の一環として、平成17年度から3ヵ年の計画で実施しております、

「電子タグを用いたITS応用技術の研究開発」、及び「ユビキタスITSの研究開発」の研究成果に

ついて、YRP研究開発推進協会の協賛によって、下記により、公開実証実験を行うこととなりま

したのでお知らせ致します。

「電子タグを用いたITS応用技術の研究開発」は、独立行政法人情報通信研究機構（理事長：

宮原 秀夫）の拠点研究として実施しており、車両から視野外に位置する歩行者等の位置情報を

電子タグにより危険予知情報として車両に通知する、交通弱者の交通事故削減に資するシステ

ムの実現を目指しています。

「ユビキタスITSの研究開発」は、株式会社KDDI研究所(代表取締役所長：秋葉 重幸)、日本放

送協会(会長：福地 茂雄)、富士通株式会社(代表取締役社長：黒川 博昭)、株式会社デンソー

(取締役社長：深谷 紘一)、株式会社トヨタIT開発センター(代表取締役社長：山本 圭司)、株式会

社国際電気通信基礎技術研究所(代表取締役社長：平田 康夫)が独立行政法人情報通信研究

機構からの委託により研究開発を実施しているもので、「電波メディア」という切り口で、（1）車車

間・路車間通信、（2）テレマティクスの高度化、（3）地上デジタル放送による道路交通情報配信、

の三つの視点によりITS分野におけるユビキタス環境構築への貢献を目指しています。(詳細は

別紙を参照) 本実証実験は、ITS関係省庁、関連団体および報道関係者等に広く公開を予定し

ております。

【デモおよび実証実験の概要】

１ 実施日時

平成20年2月25日（月） ～ 26日（火） 10:00～16:00

２ 実施場所

「ユビキタスITSの研究開発」の展示ブースと実証実験

横須賀リサーチパーク（YRP）内 YRP一番館 YRPホール及びYRP周回道路

〒239-0847横須賀市光の丘3番4号 http://www.yrp.co.jp

「電子タグを用いたITS応用技術の研究開発」の展示ブースと実証実験

独立行政法人情報通信研究機構 横須賀ITSリサーチセンター及びYRP周回道路

〒239-0847 横須賀市光の丘3番2号１

http://www2.nict.go.jp/q/q262/3104/index.html

３ 公開実験内容

体験ツアー形式でマイクロバス、及び実験車両に搭乗して頂き、上記研究成果のデモを体験

して頂きます。

展示ブースにて、詳細説明及び一部デモンストレーションをご覧頂きます。



＜ 委託研究、拠点研究に関する 問い合わせ先 ＞

独立行政法人情報通信研究機構

広報室 Tel：042-327-6923（栗原）

連携研究部門委託研究グループ Tel：042-327-6011（小峰）

連携研究部門産学連携グループ Tel：042-327-7165（古谷）

＜ 委託研究開発に関する 問い合わせ先 ＞

株式会社KDDI研究所

営業企画グループ 廣田 幸子

Tel：049-278-7545

Fax：049-278-7317

日本放送協会

放送技術研究所（企画総務） 比留間 伸行

Tel：03-5494-3111 

Fax：03-5494-3125

富士通株式会社

広報IR室 小川、桑原

Tel：03-6252-2175（直通）

お問い合わせフォーム：http://pr.fujitsu.com/jp/news/q.html

株式会社デンソー

広報部 兼松、三浦

Tel：0566-25-5588

株式会社トヨタIT開発センター

総務部 早川 守

Tel：03-5561-8200

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

経営統括部 野間 久美子

Tel：0774-95-1172

Fax：0774-95-1178

【背景】

ITS（Intelligent Transport Systems）は、最先端の情報通信技術を活用することにより、人と道路と車の

情報をネットワークで連携させたシステムで、渋滞、交通事故、環境悪化等の道路交通問題の解決を図る

ものです。総務省では、「いつでも・どこでも・何でも・誰でも」ネットワークへのアクセスが可能となるユビキ

タス社会を平成22年までに実現することを目指した、「u-Japan構想」が策定され、「ユビキタスITS」の研究

開発が進められています。ユビキタス社会においては、車もネットワークにつながることによって、人と道

路と車に関連するあらゆる情報が融合し、新たな情報の流れが生じることで、安全性の向上や交通渋滞

の緩和、環境保全など道路交通分野における新たな付加価値が生まれると考えられており、その一翼を

担う「ユビキタスITS」が求められているところです。

別紙



【実証実験概要】

１．拠点研究「電子タグを用いたITS応用技術の研究開発」

昨今の道路交通の問題として、交通事故死者の総数は着実に減少しているものの、交通弱者の多くを

占める高齢者については減少傾向が見られず、この問題への取組が急がれています。本拠点研究で

は、最先端の電子タグ技術を用いて人と道路と車を一体のシステムとして構築することにより安全運転の

支援を図り、交通弱者の事故削減に資するシステムの実現を目指すものです。

【実証実験のデモ概要】（NICT）

車両の視野外に存在する電子タグの詳細な位置などの情報が、200m以上離れた車両への確実な

伝送を行う「個体情報通知制御技術」について実証。 

電子タグの位置・進行方向の検出により、車両とのニアミス判定に基づく、危険予知情報を運転者

に通知する「対象物の位置・進行方向検知技術」について実証。 

２．委託研究「ユビキタスITSの研究開発」

本委託研究においては、ユビキタスITS の実現に必要な要素技術として、1) 車車間・路車間通信の研

究開発、2) テレマティクス高度化の研究開発、3) 地上デジタル放送による道路交通情報配信の研究開発

を行い、これらの成果により、ITS 分野におけるユビキタス環境実現への貢献を目指すものです。

【実証実験のデモ概要】

(1) 安全運転支援車車・路車間通信

車車間通信におけるリアルタイム通信を確保するための「低遅延アクセス制御技術」、および見通し

外通信のエリアを拡大するための「データ中継技術」を、シングルキャリア方式*1 とOFDM方式*2 の

2種類で実証。(富士通、デンソー) 

車車間通信において、複数台の車両間で高速かつ信頼性の高い通信を行うための「マルチホップ

通信技術」について実証。(ATR) 

路車間通信において、大型車両などにより路側機との見通しがない状況においても通信を可能とす

る「2周波を利用した路車間伝送技術」および、「緊急通信優先技術」について実証。(トヨタITC) 



(2) テレマティクスの高度化

テレマティクスにおいて、ユーザ周辺のネットワーク環境の変化に対応するため「動的ネットワーク

融合技術」、「端末間サービス連携技術」について実証。(KDDI研究所) 

車車間通信における効率的なパケット中継制御方式や車車間通信・携帯電話網連携方式について

実証。 (KDDI研究所) 

(3) 地上デジタル放送による道路交通情報配信

地上デジタル放送の情報に、DSRC*3を経由して送られる情報をマージする「放送と路車間通信の

連携技術」について実証。(NHK) 

道路交通情報配信を効率的に行うため、放送の受信エラーを通信で補完する「放送と携帯電話の

連携技術」について実証。(KDDI研究所) 

【注釈】

＊1 シングルキャリア方式

単一の搬送波を用いて無線通信を行う方式。

＊2 OFDM方式

Orthogonal Frequency Division Multiplexing（直交周波数分割多重）の略で、複数の搬送波を用

いて無線通信を行う方式。

＊3 DSRC

Dedicated Short Range Communication（狭域通信）の略。

NICT：独立行政法人情報通信研究機構

KDDI研究所：株式会社KDDI研究所

NHK：日本放送協会

富士通：富士通株式会社

デンソー：株式会社デンソー

トヨタITC：株式会社トヨタIT開発センター

ATR：株式会社国際電気通信基礎技術研究所


